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空

交

通

安

全

大

会

が

七

月

二

十

一

日

行

わ

れ

、

二

町

二

村

の
キ

ャ
ラ

各
地
区
の
交
通
指
導
隊
、
交
通
安

全
協
会
な
ど
の
関
係
団
体
が
参
加

③
０
０
０

通
安
全
思
想
と
交
通
道
徳
の
普
及
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県

飲んで乗る あなたは天国 家族 |ま地獄

県内の交通事故概況

()内は前年。累計は 1月 から

◎ 飲酒運転による死者は、死者全体の 36%
◎ シー トベル トを着けていないと、6倍 の死亡率

め

7 月 累  計 死
者

の
う

ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者

発生
２

８０ (31806) ン
ー
ト
ベ
ル
ト

着 用 義 務 者
(着 けなければな らない人 )

死 者
非 着 用 者
(着けていなか った 人 )

傷 者
３

４５ (4,692)

「
  島ぷち有:」意):;t,ま ノヽ

るを守シートベルト
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安

東

文

化

の
歴

史

に
関

係

の
深

い

で
す

ね

」。

今

年

四

月

、

川

原

田

恒

医

師

の

卒
業
後
、
青
森
保
健
所
に
勤
務
、

利

用

し

て

は

し

い
で
す

ね

」。

と

、

も

上

々
で
す

。

療

が

大

切

。

医

療

施

設

や

医

療

機

さ

ら

に
充

実

さ

せ

て

い
き

た

い
ご

と

、

辺

地

医

療

に
携

わ

る

自

党

と

意

欲

を

語

っ
て

く

れ

ま

し

た
。

れ
が
否
定
さ
れ
れ
ば
ま
ず
は

一
安

と
い
う
の
は
、
治
療
が
遅
れ
る

と
っ
て
も
悔
や
み
さ
れ
な
い
結
果

葛 西 智 徳 医師

「
町
の
大
き
な
病
院
で
は
、
診
　
　
　
現
在
の
医
療
は
こ
の
観
点
か
ら

を
管
理
し
、
総
合
的
な
診
療
が
で
　
　
な
い
事
と
い
え
る
。

市
浦
診
療
所
長

葛

西

智

徳
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記
念
講
漫
で
国
際
的
視
野
広
め
る

誓
い
の
こ
と
ば

鳴

海

　

忠
さ
ん

六
人
、
女
二
十
五
人
）。
式
に
は
新

や
夏
休
み
で
帰
省
す
る
は
た
ち
も

式
典
で
は
、
本
村
義
光
教
育
長

が

「社
会
人
と
し
て
基
本
的
教
育

を
身
に
つ
け
、
責
任
あ
る
行
動
を

と
っ
て
は
し
い
ど
と
式
辞
を
述
べ

知

の
世

界

に
迷

い

こ
む

よ

う

な

不

安

を

、

ぬ

ぐ

い
さ

る

こ
と

が

で

き

ま

せ

ん
。

私

た

ち

の

こ
れ

か

ら

の
人

生

が

は

、

覚

悟

し

て

お

り

ま

す

。

皆

様

の
激

励

と

ご
指

導

を

唯

一
の
棋

と

ら

激

励

、

お

祝

い

の

こ

と

ば

が

あ

こ

の
あ

と

、

新

成

人

に
記

念

品

が
手

渡

さ

れ

、

新

成

人

を

代

表

し

ば

を

述

べ
、　

一
人

一
人

が
自

己

紹

式

典

後

は

、

「
第

二

回

青

森

県

レ
記
念
講
演
で
熱
弁
を

ふ
る
っ
た
八
木
沢
淳
さ
ん

盛

大

な

お

祝

い

の
式

を

挙

げ

て

く

皆

様

、

今

日

は

、

本

当

に
あ

り

が

と
う

ご

ざ

い
ま

し

た
。

心

か

ら

日

の

こ

の
感

激

を

今

後

の
私

た

ち

青

年

の
船

に
参

加

し

て

」

を

演

題

　

　

け

て

い
ま

し

た
。

に

、

八

木

沢

淳

さ

ん

が
記

念

講

演

　

　

　

ま

た

、

水

上

ス
テ

ー

ジ

で
祝

賀

を

行

い
、

大

人

の
仲

間

入

り

を

し

　

　

会

が

開

か

れ

、

十

二

湖

を

背

に
会

た

若

者

た

ち

は

、

熱

心

に

耳

を

傾

　

　

話

も

は
ず

ん

で

い
ま

し

た
。

海浜清掃に快い汗
金木高相内分校クリーン作戦

公

共

の
場

で
あ

る

十

二

湖

の
清

掃

を

通

し

、

奉

仕

の
精

神

を

養

う

と

と

も

に
、

団

体

行

動

を

通

し

て

規

律

、

協

力

の
精

神

を

養

う

―

。

生

徒

や

教

職

員

が

七

月

二

十

日

、

十

三

湖

津

波

の
塔

付

近

を

中

心

に

、

清

掃

奉

仕

作

業

を

行

い
ま

し

た
。

こ

の

ク

リ

ー

ン
作

戦

は

、

同

校

の
期

末

テ

ス
ト

が

終

わ

っ
た

後

行

日

も

全

校

生

徒

二

十

一
人

と

教

職

員

が

総

出

で

ご

み
集

め

を

し

ま

し

-197
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十三湖 水上ステージ

筒
井
南
小
吹
奏
楽
部
の
子
供
た
ち

今
年
の
二
月
、
十
三
湖
中
の
島

公
国
内
に
水
上
ス
テ
！
ジ
が
完
成

し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
七
月
二

十
五
日

「中
の
島
湖
上
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
か
れ
、
会
場
に
は
約
七

百
五
十
人
の
観
客
が
つ
め
か
け
、

雷
雨
の
中
懸
命
に
演
奏
す
る
ス
テ

ー
ジ
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

キ

ャ

′
プ

場

、

歴

史

民

俗

資

料

館

水

上

ス
テ

ー

ジ

は

、

総

事

業

費

実
希
さ
ん

（東
郡
平
内
町
立
小
湊

百

周

年

慰

霊

祭

を

挙

行

し

た

も

の

花

、

遣

難

者

の
冥

福

を

お
祈

り

し
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家

任

の
説
明
は
極
め
て
簡
単
に
書
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
別
本
で
は

「

磐
井
五
郎
」
と
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
頼
時
の
五
男
に
生
ま
れ
、

成
長
し
て

「磐
井
の
棚
」
の
主

秋
田

一
季
蔵
　
「蝦
夷
弓
」
と
と
も
に
安
藤
（東
）氏
の
嫡
子
に
伝
え
ら
れ
る
。
會
一春
展
）

ム
７
は
負
ｏ
４
／２
ｏ

止
７

長

嚇

紹

ら
れ
安
倍
系
図
伝
」
に
は
、
小
　
　
性
の
は
っ
　

・
き
”
札
η
い
人
で
す

松
館
の
二
郎
と
名
乗
り
、
本
当
　
　
け
れ
ど
も
、
厨
川
の
柵
を
脱
出

は
頼
時
の
子
で
は
な
く
黒
沢
尻
　
　
し
て
逃
げ
廻
わ
っ
て
い
ま
し
た

の
五
郎
正
任
の
子
で
、
養
父
良
　
　
が
、
源
兵
の
追
撃
が
厳
し
い
た

昭

（頼
時
の
弟
）
と
共
に
小
松
　
　
め
に
匿
れ
て
い
る
こ
と
中
拙
繰

の
棚
に
住
し
て
い
た
の
で
す
が
、
　

な
い
で
、
源
軍
の
重
臣
加
藤
景

康
平
五
年

（
一
〇
六
二
）
八
月
　
　
通
を
頼

っ
て
降
参
し
、
死
を
許

十
六
日
源
兵
の
為
め
に
城
を
囲
　
　
さ
れ
て
景
通
に
預
け
ら
れ
た
と

ま
れ
て
遂
に
戦
死
し
た
と
な
っ
　
　
書
い
て
い
る
本
も
あ
り
ま
す
。

な
い
は
封
げ
餃
員
は
一

と
一‐％

」

　
　
　
寵
一
♯
『

そ
の
子
が
秀
任
で
良
昭
の
推
薦
　
　
沢
尻
五
郎
」
と
あ
っ
て
、
継
子

で
小
松
の
家
を
継
ぎ
、
子
孫
が
　
　
に

「頼
嗣
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

>22く

『安
倍
系
図
伝
」
に
は
こ
の

ほ
か

「黒
沢
氏
の
祖
な
り
、
奥

州
和
賀
の
郡
黒
沢
尻
の
柵
主
」

九
月
十

一
日
、
清
原
の
武
則
が

為
め
に
囲
ま
れ
、
遂
に
敗
れ
て

出
羽
の
国
大
鳥
山
太
郎
頼
遠
が

以
上
ま
と
め
て
み
ま
す
と
、

「
正
任
」
は
安
倍
頼
時
の
五
男

和
賀
郡
の
黒
沢
尻
の
棚
主
と
な

役

（奥
州
十
二
年
合
戦
と
も
い

羽
の
国
停
囚
長
清
原
武
則
の
た

め
に
攻
め
亡
ぼ
さ
れ
て
康
平
五

年
九
月
十

一
日
、
厨
川
の
棚
を

脱
出
し
て
出
羽
の
国
を
方
々
逃

つ
け
て
、
武
則
の
姪
頼
任
を
頼

重

任

浦

⌒
一
本
比
浦
）
六
郎
と
呼
ば

に
諸
所
の
戦
い
に
善
戦
し
た
の

兄
貞
任
と

一
所
で
戦
死
し
た
と

の
傑
物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、　
一

本
に
は
敗
走
し
た
後
に
捕
虜
と

な
っ
た
が
、
死
罪
は
許
さ
れ
る

こ
と
が
な
く
斬
首
さ
れ
た
と
も

書
か
れ
て
い
ま
す
。

則

任

ま
す
。　
一
説
に
行
任
と
名
乗
っ

っ
た
人
物
で
す
。
「安
藤
系
図
』

で
は
、
「行
任

（白
鳥
八
郎
）
」

の
子
「則
任
（実
は
貞
任
の
子
ご

図
』

『安
倍
系
図
伝
」
に
よ
っ

康
平
五
年
九
月
七
日
、
清
原

武
則
の
為
め
に
自
鳥
の
柵
を
敗

ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
私
ひ
と
り

り
先
に
私
が
死
ぬ
こ
と
を
お
許

し
下
さ
い
」。
と
、
三
歳
の
嬰
児

烈
は
、
武
士
の
妻
の
鑑
と
し
て

後
の
ち
ま
で
語
り
伝
え
ら
れ
る

降
っ
た
の
は
後
世
の
怯
復
を
考

後
世
の
密
策
を
考
え
て
い
ら
れ

て
く
れ
」。
と
い
っ
た
が
、
官
軍

分
で
岩
石
に
頭
を
打
っ
て
自
殺

の
人
び
と
は
則
任
を
神
と
祀
り
、
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さ
Ъ世罐分

役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成281現在

出稼労働者現地選者会

の実施について

平成 2年度後期技能

検定試験のお知らせ

海上保安李
学
後学生募集

献
血
功
労
章
に

藤
本
恒
徳
さ
ん
ら

'日"■=平成 2年 10月 1日 明)

10月 1日 、全国一斉に国勢

調査が行われます:

9月 23日 から30日 までの間

に、調査員が皆様のお宅に伺

し`ますあで、|ご 協力をお願い

いたします。 |

―総務庁統計局―

Ｏ
Ｏ
Ｏ
①
⑥
②
③

「交
通
安
全
事
業
に
で
も

役
立
て
て
は
し
い
」
と
、
相

内
地
区
の
自
川
孝
治
さ
ん
か

ら
七
月
二
十
三
日
い
村
へ
三

十
万
円
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
祖
母
カ
シ
さ
ん

が
亡
く
な
っ
た
香
典
返
し
の

一
部
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
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予
一供
一搬
一人

， 病
教
壼

病

予

防

の
意

識

づ

け

を

し

、

今

回

本

事

業

の
実

施

に
あ

た

り

、

十

三

小

学

校

の
先

生

に

は

お

世

話

に

論

的

　

お

誕

生
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教室に参加 した十三小の子供たち


